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急激な円安進行は錯覚を引き起こす①
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急激な円安進行は錯覚を引き起こす②
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新NISA、３つのポイントをチェック
1 投資上限金額の拡大

２ 非課税期間の無期限化

３ 成長投資枠が新設＋生涯非課税限度額の拡大
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新NISAでは「使いながら増やす」ことも可能に

含むETF



5

「非課税枠の再利用」とは？
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投資信託の空白地帯を埋めてくれるETF

1) 業種別

2) 高配当・バリュー

3) 債券

日本株ではかつて存在していたが、大部分が
償還済み。海外株はテーマものが中心。

毎月分配型が大部分を占めるほか、デリバ
ティブ取引の規制にかかるものもあり、新
NISA対象外が多い。

日本株はそこそこ数があるが、海外ものは少
ない。最近は連続増配が中心。
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インデックスファンドはコスト低下と多様化が加速

1) 直接投資型

2) ETF内包型

3) 先物活用型

4) 指数「模倣」型

（含む信託報酬逓増型）

（含む類似インデックス連動型）
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